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【動機】

鍋に水を入れ熱すると鍋底に模様が発生していることに気づいた。模様の正体を突き止めるため
に実験を進める中で，雪平鍋といわれる底や側面に槌目（凹凸）がある鍋では，他の平鍋とは異
なる特異な模様が発生していることがわかった。この模様が雪平鍋の穏やかな温まり方に関係が
あるのではないかと考え研究を進めることにした。

【方法】

雪平鍋の形状をダイヤルインディケーターを用いて精密に測定し，槌目形状による表面積の変化
を測定した。模様の垂直方向の動きを観察する方法として，シュリーレン法を採用した。槌目が
あるなしによって金属の熱拡散や温度分布が変化するかを調べる実験では，熱源にガスバーナや
はんだごてを使い，雪平鍋から切り出した金属板や金属棒に黒体スプレーを塗布しサーモグラフ
ィーを用いて計測した。

【結果】

雪平鍋の表面積は平鍋と比べ0.16％だけ増加していることがわかった。鉛直方向の対流のようす
は槌目の凸部からの動きが速く，その後の対流の動きは，鍋底に発生する模様を上から見たとき
の動きの特徴に類似していることがわかった。さらに凹凸を付けた金属棒の温度変化や分布の測
定では，凹凸部で温度差が生じること，また凹凸により熱拡散が緩やかになることがわかった。

【まとめ】

雪平鍋が穏やかに温めることができる理由は，槌目による表面積の増加によるというよりも，鍋
底の凹凸形状によって，凸部から網目状の対流が発生すること，そして熱拡散が穏やかになるこ
との２点で説明できることをつきとめた。

【展望】

金属表面の凹凸形状が加熱に対して穏やかな対流をさせる効果を利用し，容器内の液体温度を一
定に保つことができるのではないか。例えば，液体水素の貯蔵や宇宙空間といった外部との温度



差が激しい環境でこの効果を応用できるのではないかと考えられる。

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

